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profile
半杭真一（東京農業大学准教授）
国際⾷料情報学部国際バイオビジネス学科マーケティング研究室

（経歴）
2002.4⽉〜2016.3⽉ 福島県職員
※2012.4⽉からの4年間は農業短期大学校で農作業安全の業務
2016.4⽉〜 現職
出演：政府インターネットテレビ「農作業の安全のために〜心に刻もう！使い慣れた農機具に潜む危険」（2013.10⽉）
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GAPへの取り組み
「ふくしま。「ふくしま。「ふくしま。「ふくしま。GAPGAPGAPGAPチャレンジ宣言」チャレンジ宣言」チャレンジ宣言」チャレンジ宣言」
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GAP日本一を目指す取り組み

5

ウェブサイト「ふくしま。GAPチャレンジ」 https://gap-fukushima.jp/
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出典：福島県



福島県と持続可能性への配慮

▸ GAP以前から「食の安全」「環境保全」に
積極的に取り組む

▸ 有機農産物認定事業者全国5位（H22年）
▸ エコファーマー認定件数全国1位（H22年）
▸ 猪苗代湖の水環境保全
▸ 震災後の様々な取り組み
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認証GAP取得件数

GLOBALGAP ASIAGAP JGAP FGAP 計

H28年度 3 1 6 ― 7

H29年度 18 3 36 5 62

H30年度* 7 2 41 23 73

合計 28 6 83 28 142
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「ふくしま。GAPチャレンジ宣言」H29.5.15

*：H30年度は4⽉から2⽉までの実績である。データ：福島県環境保全農業課



多様な認証取得者
9

出典：福島県



品目数 穀類 コメ、ソバ、大豆、ハトムギ

野菜 キュウリ、トマト、ミニトマト、イチゴ、アスパラガス、ネギ、タマネギ、ホウレンソウ、コマツナ、リーフレタス、ブロッコリ、ハクサイ、ニンジンなど
果物 モモ、リンゴ、ナシ、ブドウ、カキなど

きのこ シイタケ、きくらげ
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データ：福島県環境保全農業課

59品目品目品目品目
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品目 認証件数 面積ha
穀類 34 533

⻘果物 52 95

計 86 678

-10ha, 18件件件件

10-20ha, 4件件件件

20-30ha, 4件件件件30ha-, 8件件件件

「穀類」の経営規模別面積シェア

出典：福島県



GAP指導員
基礎研修 産地リーダー研修（団体認証研修） 合計

〜H28年度 92 22 114

H29年度 371 198 569

H30年度 235 231 466

合計 698 451 1,149
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出典：福島県、JAふくしま中央会

761名名名名（（（（JA 577名＋県名＋県名＋県名＋県 184名）名）名）名）

GAP指導員研修受講者数（JAのみ）



特別賞（ＧＡＰ普及対象2018）受賞福島県・福島県農業協同組合中央会
福島県の農産物の安全と安心への信頼を確保し、震災による風評の
払拭を図るため、福島県と福島県農業協同組合中央会が「ふくしま。
GAPチャレンジ宣言」を⾏い、GAP認証の推進をはじめとするGAP
を活⽤した復興への取組を進めていることが、GAP普及の好事例と
して高く評価されました。
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出典：一般財団法人日本GAP 協会 NEWS RELEASE



農作業安全への取り組み
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福島県の農作業事故

▸ H22年以降、7回の「農作業死亡事故多発警報*」
*20日間で3件以上の発⽣で発令

▸ H30に発⽣した主な農作業事故
▹ ハウス内を耕うん中に管理機と鉄⾻に挟まれ、胸を強く圧迫され死亡
▹ エンジンがかかったままのスピードスプレヤが動き出し、停⽌しようとして轢かれて死亡
▹ 自走式ロールベーラをキャリアに積み込む際にバランス区崩して上下反転し、下敷きになり死亡
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
件数 22 16 13 13 16 13 10 9 7



県が実施する事業

▸ いのちと地域を守る農作業ゼロ緊急対策事業（H29〜R1）（農業担い手課）
▹ 農作業安全地域ぐるみ支援体制整備事業
■ 地域ぐるみ農作業安全活動支援
■ 農作業安全研修体制整備支援
■ 農作業安全モデル地区の設置
■ 研究機関との連携による事故発⽣要因の解析

▹ 農作業安全地域ぐるみ推進事業
■ 農作業安全推進運動の展開
■ 関係機関との連携による啓発活動
■ 熱中症対策の推進強化
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組織
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福島県農林⽔産部福島県警察本部ＪＡ福島中央会ＪＡ全農福島ＪＡ共済連福島ＮＯＳＡＩ福島福島県農機商組合

福島県農林事務所市町村ＪＡ全農共済組合

福島県農作業安全運動推進本部
県段階 地方段階



推進本部の仕事
18 農作業安全運動の重点推進

農作業安全啓発資料の作成・配布
農作業安全啓発活動の実施
農業機械（農作業安全講習会）研修の実施

農作業事故実態調査の実施



具体的活動
19 農作業安全運動の重点推進

農作業安全啓発資料の作成・配布

農作業安全啓発活動の実施

春季（４⽉１日〜５⽉３１日）と秋季（９⽉１日〜１０⽉３０日）の農作業安全重点推進期間の設定

重点期間における啓発チラシ・ポスターや労災補償保険制度の啓発資料の配布、ホームページでの普及啓発

農業機械展示会・農業総合センターまつり等のイベントにおいて啓発資材の配布やヒヤリ・ハットアンケートの実施、また、ラジオ番組「農家の皆さんへ」や各種広報誌等で農作業安全について啓発



具体的活動
20 農業機械（農作業安全講習会）研修の実施

農作業事故実態調査の実施

農業総合センター農業短期大学校において、農業機械の安全操作方法や農作業安全の出前研修

農作業死亡事故発⽣時の事故調査各保健福祉事務所等の協力を得て⾏う死亡⼩票調査から農作業死亡事故の発⽣状況を調査
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チラシやポスターでは伝わりにくい

高齢者が研修会に来てくれない

機械の安全な利⽤法が知られていない

「オレは４０年こうやってんだ！」 「怪我と弁当は自分もち」



なぜ、人の育成か？
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人の果たす役割が大きい

機械
習慣 高齢者

事故の多い高齢者に情報がいかない

機械自体の危険性への理解不⾜

習慣化した不安全⾏動
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人を介して「直接」伝える

人の間のネットワーク



研修の効果
24 実体験に基づいた会話

相手が言っていることの理解

チラシやポスターに加えて人人人人を介してを介してを介してを介してもうひと押しもうひと押しもうひと押しもうひと押し



問題です
25 燃料

刈払機 混合油
管理機 ガソリン
トラクタ 軽油

燃料
刈払機 混合油
管理機 ガソリン
トラクタ ？？？

燃料
刈払機 混合油
管理機 ？？？
トラクタ ？？？

燃料
刈払機 ？？？
管理機 ？？？
トラクタ ？？？

経験の浅い者（就農希望者、新規採⽤者等）はわからない

機械に対する知識 → 農作業安全へのきっかけ



農業短期大学校のH30年度研修実績

▸ 現地支援研修（農作業安全研修）について
▹ 現地からの要望に応じて実施
▹ ７回（認定農業者、種子⽣産者、新規就農者等 のべ３３５名）

▸ 施設利⽤研修（農作業安全・本校の施設を利⽤しての研修）
▹ 現地からの要望に応じて実施
▹ ３回（認定農業者、就農希望者等 ３０名）

▸ 現地支援研修以外の実績
▹ 主催研修（農作業安全推進コース・２回 のべ２２名が受講）
▹ その他の主催研修（農業機械研修）２２回（運転免許取得練習、

技術向上研修）のべ２２０名
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JAグループの取り組み
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▸ JAの取り組み（抜粋）
▹ 農作業事故防⽌に向けた取り組みは、ＧＡＰで取り組む労働安全管理と密接に関連することから、ＧＡＰ手法の導入・実践（農業労働安全管理事項のチェックと改善対応、簡易チェックシートによる確認）を通じて現場での改善を進める。
▹ 農作業従事者のほかその家族に対しても安全意識の向上が図られるよう、啓発資材（別添「啓発チラシ」参照）等を活⽤した「声かけ」（注意喚起）を実施するとともに、回覧板や広報誌、広報車など、様々なツールを⽤いて1 人でも多くの農業者に所要の情報を届ける。



JAグループの取り組み
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▸ 連合会の取り組み（抜粋）
▹ ＪＡが取り組むＧＡＰの実践を通じ、農作業事故を未然に防⽌するためリスク評価とその対応を支援する（中央会）
▹ 農作業安全アドバイザーフォローアップ研修会の開催（中央会）
▹ 労災保険などへの加入支援（中央会）
▹ 共済⾦支払データを基にした農作業事故の分析結果の周知・啓発を実施するほか、当該分析結果を基にした農作業事故の未然防⽌活動に取り組む（共済連）



GAPと農作業安全
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人を介したGAPと農作業安全の振興

30 農作業安全アドバイザー
GAP指導員



配布しているチラシ
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まとめとGAPの課題

▸ 県、JAともGAPと農作業安全を併せて推進
▸ 「GAP指導員」「農業安全アドバイザー」の育成

▸ GAPが不安全をどれだけ取り除けるか
▸ GAP指導員の「目合わせ」が必要
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